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Rozell & Clyde Wilcox, eds., God at Grassroots: The Christian Right in the 1994 Elections (Lanham, 
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－ 2 － 
綱領をも含有した政策を遂行し始めていることは事実である。オバマの政治姿勢と信仰の概要
は、2004 年 7 月の民主党全国大会での彼の有名な演説を吟味すればある程度理解できる。ス

























                                                          
2）Stephen Mansfield, The Faith of Barack Obama (Nashville, 2008), pp. xiii-xv. オバマ・スピーチの中




の傾向がある。Andrew Gelman, Red State, Blue State, Rich State, Poor State: Why Americans Vote the 
Way They Do (Princeton & Oxford, 2009), pp. 43-7. 
3）フランシス・フクヤマ『歴史の終わり（上・下）』渡部昇一訳、三笠書房、1992 年。 
－ 3 － 
西冷戦後の世界を、文明と文明の間の軋轢が増幅し互いが衝突する時代に突入すると指摘し、
特にキリスト教とイスラム教が対峙する地域、所謂文明間の断層線（フォルト・ライン fault 





























                                                          
4）Stephen Mansfield, The Faith of George W. Bush (Lake Mary, FL, 2003), pp. 142-5 


















の 2 つの運動(movement)について若干の解説を加えたい。 
アメリカ史を鳥瞰すると、南北戦争期までは、18 世紀及び 19 世紀のリバイバル運動をきっ
かけにして、広い意味での福音主義が全盛を迎えていた。飲酒、売春、ローマ・カトリック、
フリーメイソン等は否定され、奴隷制を解決さえすればアメリカ・プロテスタント教会は「千
年王国」を迎える様相であったと言えよう。しかし 19 世紀末から 20 世紀にかけて（具体的に






                                                          
5）Irving Kristol, Neoconservatism: The Autobiography of an Idea (Chicago, 1995), pp. x-xi.  
6）栗林輝夫『キリスト教帝国アメリカ：ブッシュの神学とネオコン、宗教右翼』キリスト新聞社、79 頁。 
7）George M. Marsden, Understanding Fundamentalism and Evangelicalism (Grand Rapids, 1991), pp. 
9-17. ファンダメンタリズムの史的展開については、同じ著者の Fundamentalism and American Culture: 
The Shaping of Twentieth-Century Evangelicalism (New York, 1980) を参照されたい。 














反して不当に高いとする所謂 legal technicality によって有罪判決を取り消した。8）その後進化











とを要求するのである。エドワーズ対アギラード判決が下された同時期に、Of Pandas and 




                                                          
8）進化論を巡る議論の背景にあるファンダメンタリスト・モダニスト論争については、拙稿「アメリカに
おけるキリスト教原理主義の諸相」『専修大学人文科学研究所月報』第 200 号、58-61 頁参照。 




























Association of Evangelicals, NAE)の結成は福音派の核となる組織の成立を意味し、70 年代に
至るまで福音派の活動はアメリカのキリスト教保守派の動きの中でも大きな流れを形成した。
                                                          
9）Frederick S. Lane, The Court and the Cross: The Religious Right’s Crusade to Reshape the Supreme 
Court (Boston, 2008), pp. 159-64. 
10）Peter Irons, ‘Disaster in Dover: The Trials (and Tribulations) of Intelligent Design’, Montana Law 
Review, vol. 68, p. 63. 
－ 7 － 























                                                          
11）キリスト教右翼の政治関与を理論面でサポートしたのは、わが国でも『そこに存在する神』や『理性か
らの逃走』等の著書で知られるフランシス・シェーファーであった。彼は自身の著書 A Christian 
Manifesto で、女性が中絶を選ぶ権利を認めたロー対ウェイド判決で顕著になったアメリカ社会の世俗化
の流れを逆転させようと、各種アジェンダを提言する。Justin Watson, The Christian Coalition: Dreams 
of Restoration, Demands for Recognition (New York, 1997), p. 22. アメリカ社会に蔓延する世俗的ヒュー
マニズムに対峙して、シェーファーはアメリカ建国の精神の背景にキリスト教的価値が存在することを主




キリスト教徒の間に多くの賛同者を得たシェーファーについては、Barry Hankins, Francis Schaeffer and 
the Shaping of Evangelical America (Grand Rapids, MI & Cambridge, UK, 2008) に彼の神学や政治関
与の詳細がある。 
12）Cal Thomas & Ed Dobson, Blinded by Might: Why the Religious Right Can’t Save America (Grand 
Rapids, MI, 1999), p. 33. 



























                                                          
13）詳細は議会討議や各種委員会での公聴会、キリスト教右翼やその批判者からの聞き取り等を基礎に書か
れた、Matthew C. Moen, The Christian Right and Congress (Tuscaloosa & London, 1989) を参照。 
14）John C. Green, James L. Guth & Kevin Hill, ‘Faith and Election: The Christian Right in 
Congressional Campaigns 1978-1988’, The Journal of Politics, vol. 55, no. 1 (Feb., 1993), p. 89. 既に
1988 年の段階で Green と Guth は、宗教右翼のパット・ロバートソンと右派共和党主流の各種委員会（党
全国委員会等）への政治献金者を比較し、多くの点で両者に共通性があることを指摘して、キリスト教右
翼が最終的には共和党に吸収されていくことを予見している。John C. Green, James L. Guth, ‘The 
Christian Right in the Republican Party: The case of Pat Robertson’s Supporters’, The Journal of 
Politics, vol. 50, no. 1 (Feb., 1988), pp. 150-65. 






























                                                          
15）John C. Green, Mark J. Rozell, & Clyde Wilcox, eds., The Christian Right in American Politics: 
Marching to the Millennium (Washington D.C., 2003), pp. 5-6. 
16）Ibid., pp. 8-9. 









て採用している。リードは 1995 年にタイム誌の表紙に現れ、‘The Right Hand of God … His 

















トは米国国際開発庁長官職に就いたが、国際開発庁 (U.S. Agency for International 
Development, USAID)の対外援助公的資金と信仰依拠団体(faith-based organizations)との関
係がマスコミで批判された時期でもあった。17）大統領スピーチライターのマイケル・ガーソン
                                                          
17）ブッシュ政権が標榜する「思いやりある保守主義」(compassionate conservatism)を具体化する中で、大統領
令によって 2001 年にはホワイトハウス内に、2002 年には農務省や国際開発庁に「信仰依拠及びコミュニティー
によるイニシアティヴ局」が設けられ、信仰依拠団体が連邦政府資金にアクセスし易いような環境が整備され
る。この大統領令 13198 は、http://www.archives.gov/federal-register/executive-orders/wbush.html を参照。 






















教及び民主主義研究機構」(Institute on Religion and Democracy, IRD)や「アメリカを憂慮す
る女性の会」(Concerned Women for America, CWA)等が中心となっている。前者はスーダン
や北朝鮮での宗教的迫害問題を取り上げ、後者はリベラル派のフェミニスト団体である全米女




は国連の「女性に対するあらゆる形態の差別撤廃に関する条約」 (Convention on the 
Elimination of All Forms of Discrimination against Women)に対しても強く反発し、CWA の
働きもありアメリカは未だに同条約を批准していない。このように女性問題の分野においても、
キリスト教右翼勢力は米国内重視の傾向から脱し、急速に国際的関心と海外での発言力を強め




ルの力が衰え、パット・ロバートソンもキリスト教連合の崩壊と高視聴番組 700 Club でのとっ
ぴな発言等で 88 年の大統領選出馬の頃の輝きを失う中、2005 年のタイム誌で、ウォーターゲー
ト事件のチャック・コルソンやマイケル・ガーソン等とともに「アメリカで最も影響力のある





















                                                          
18）ラヘイの 1985 年 CWA 大会でのスピーチでは、メディアの注目が「フェミニスト団体」と彼女が呼ぶ
NOW に集中していることに対しラヘイは不満を表明している。メディアが重要な案件に対する女性の見
解を知りたい時には、まず NOW にアクセスを試みる現実に言及している。しかし、その 20 年後には立場
は逆転し、CWA に対するメディアの注目度は大きく増した。元来メディアをリベラル派の巣窟と考えるラ
ヘイが、自身の保守系組織に対するメディアによる着目度にこれ程神経を使うこと自体滑稽である。
Stewart M. Hoover & Nadia Kaneva, Fundamentalisms and the Media (London & New York, 2009), pp. 
95-6. 
19）Lee Marsden, For God’s Sake: The Christian Right and US Foreign Policy (London, 2008), pp. 45-52. 































ミードが Civil Religion と呼ぶこの「宗教」は、言わばアメリカ版神道に近いもので、アメリ
                                                          
20）Ibid., pp.189-90.  
























                                                          
21）Mansfield, The Faith of George W. Bush, p. xvii. 





フランスと比較する中で、トクヴィルは両者が調和的に共存できると考える。Alexis de Tocqueville, 
Democracy in America (New York, 1966), ed. J.P. Mayer & Max Lerner, trans. George Lawrence, p. 517; 
Hugh Heclo, Christianity and American Democracy (Cambridge, MA & London, 2007), pp. 7-8. トクヴ
ィルとアメリカ民主主義については、James Schleifer, The Making of Tocqueville’s Democracy in 
America (Chapel Hill, 1980) を参照。ジェファーソンの「分離の壁」も、反宗教の原則のシンボルではな
く、彼にとってはデモクラシーと宗教の自由は共存できる関係にあった。一言で言えば、アメリカ建国の
父達は、神政国家を設立することなく信仰や宗教活動の自由を守る方策を探るというジレンマを乗り越え
ようとした。Robert Fatton, Jr. and R.K. Ramazani, Religion, State, and Society: Jefferson’s Wall of 
Separation in Comparative Perspective (New York, 2009), pp. 2-5. 



















































において穏健アラブ諸国の支持を取り付けるために、パレスチナ国家の創設、所謂 two state 
solution を認める land for peace 政策を遂行しようとしたことである。この政策は、6 日間戦
争後に満場一致で採択された国連安保理決議 242 の解釈に基づき、6 日間戦争によってイスラ
エルによって占領された地の放棄を求めている。これに対しキリスト教右翼は、イスラエル占
領地の占拠継続とヨルダン川西岸地域からのパレスチナ人の排除を求めており、ブッシュ政権






                                                          
23）Marsden, For God’s Sake, pp. 119-21. 
24）Ibid., pp. 197-8. 
－ 17 － 
リスト教右翼の援助団体に渡っていることが、何度もマスコミで取り上げられるようになった。
ブッシュは就任早々大統領令によって、「信仰依拠及びコミュニティーによるイニシアティヴ




ような環境を整備することであった。また国際開発庁にも The Center for Faith-Based and 























                                                          
25）前記の大統領令 13198。 













生数 240 人の超小規模校ながら、ブッシュ政権時代にホワイトハウス研修生(White House 













and Remonstrance against Religious Assessments を書いて法案に対する反対を組織しヘン
リーの法案の州議会通過を阻止し、代わってジェファーソンの Act for Establishing Religious 
                                                          
26）Marsden, For God’s Sake, pp. 85-105, 221-2. 
27）ホワイトハウス研修生については、チャールズ・P・ガルシア『ホワイトハウス・フェロー 世界最高
峰のリーダーシップ養成プログラムで学んだこと』池村千秋訳、ダイヤモンド社が参考になる。 
28）例えばイギリスのインディペンデント紙掲載記事、Andrew Buncombe, ‘The Bible College that Leads 
to the White House’, The Independent, 21 April 2004。 






















                                                          
29）マディソン、ジェファーソンともに、ジョン・ロックの思想、特に彼の Letter Concerning Toleration
の影響を大きく受けたと言われている。マディソンの場合は、ロック思想の直接の影響に関しては未知な
部分があるが、両者の思想の共通性はしばしば指摘される。この影響の流れは the Lockean-Jeffersonian- 
Madisonian theory of religious liberty と呼ばれ、合衆国憲法や権利章典等アメリカ政治制度の基盤を形成
したと考えられる。Kenneth R. Craycraft Jr., The American myth of Religious Freedom (Dallas, 1999), 
pp. 69-100, 132. 
30）パトリック・ヘンリーの法案は http://candst.tripod.com/assessb.htm に最終案が掲載されている。ジェ
ームズ・マディソンの Memorial and Remonstrance の全文は、http://religiousfreedom.lib.virginia.edu/sacred/ 




教分離の壁」論を否定する。Dee Wampler, The Myth of Separation between Church & State (Enumclaw, 
WA, 2002), pp. 33-43. 
31）Lane, The Court and the Cross, pp. 58-61, 65-8. 





ポアチエ主演映画 Separate But Equal（邦題：『裁かれた壁 ―アメリカ・平等への闘い―』）
でも描かれた有名な判決である。1896 年の最高裁判決が認めた原則「分離すれど平等」





























ソタ州セントポールにある William Mitchell College of Law の出身であるが、筆者がミネソタ州に居住し



































－ 22 － 





Court of Appeals)の巡回区判事（circuit judge、ワシントン特別区を含めアメリカ全土に 12 の























































                                                          






37）Glenn Greenwald, ‘Justice Stevens’ retirement and Elena Kagan’. http://www.salon.com/news/opinion/ 
glenn_greenwald/ 2010/04/09/stevens 




















                                                          
38）但し、十戒の石碑の撤去に関しては 2005 年にあった 2 つの連邦最高裁判決 McCreary County vs. 
American Civil Liberties Union 及び Van Orden vs. Perry が示すように、訴訟案件の内容によって判決結
果が逆になる場合がある。前者はアメリカ市民的自由連合が勝訴し、公共の場所への十戒の石碑の設置は
憲法違反とされて、5 対 4 の判決における多数意見の執筆者にスーター判事がなっている。後者の事件は、
テキサス州議会議事堂前の十戒のモニュメントが憲法修正第 1 条の国教樹立禁止条項(establishment 
clause)に違反するか問われたもので、同じく 5 対 4 の僅差で今度は保守派が勝利し十戒の石碑設置は合憲












は、その項目別リンク(topic links)は http://www.law.cornell.edu/supct/topiclist.html を、年度別判決のリ
ンクについては http://www.oyez.org/cases を参照した。 
39）Hitchcock, The Supreme Court and Religion in American Life, p. 45. 




























                                                          
40）Ibid., p. 49. 
41）Kris E. Palmer, Constitutional Amendments: 1789 to the Present (Farming Hills, MI, 2000), p. 8. 憲
法修正第 1 条を巡って議会で審議が行われている中で、ジェームズ・マディソンは第 1 条に、‘No State 
shall violate the equal rights of conscience….’との文言を入れて権利章典の要素を議会だけでなく各州に
も適用しようとするが、上院でこの文言は削除される。1868 年の修正第 14 条制定の 80 年程前に、専制政
治の危険は国の政府ではなく地方のコミュニティーにあると断じたマディソンによって、既に権利章典の
州への適用は考えられていた。Steven Waldman, Founding Faith: How Our Founding Fathers Forged a 
Radical New Approach to Religious Liberty (New York, 2009, paperback), pp. 145-51. 






























































                                                          
42）Lane, The Court and the Cross, pp. 114-5; Michael McGough, A Field Guide to the Culture Wars: The 
Battle over Values from the Campaign Trail to the Classroom (Westport, CT, 2009), pp. 24-5.  
43）Herbert M. Kritzer & Mark J. Richards, ‘Jurisprudential Regimes and Supreme Court Decisionmaking: 
The Lemon Regime and Establishment Clause Cases’, Law and Society Review, vol. 37, no. 4, pp. 
829-31. 
－ 28 － 
キリスト教右翼の活動とは直接関係はないが、純粋に法解釈の観点から、レモン・テストの




























                                                          
44）Lane, The Court and the Cross, p. 112. 
45）Eugene Volokh, The First Amendment and Related Statutes: Problems, Cases and Policy Arguments 
(New York, 2008) 3rd edition, p. 696. 






















から始まっていたと言ってよい。1969 年 6 月に最高裁長官がウォーレンからバーガーに代わ
る中で、ニクソンは何人かの保守派判事を指名する。もしウォーターゲート事件がなければ、
彼には更にもう 1 人の最高裁判事指名が可能であった。ウォーターゲート事件で辞任に追い込
                                                          
46）Alan Schwarz, ‘No Imposition of Religion: The Establishment Clause Values’, Yale Law Journal, 77 
(4), p. 692. 
47）Kritzer & Richards, ‘Jurisprudential Regimes and Supereme Court Decisionmaking’, pp. 832-3; 
Joseph A. Ignagni, ‘Explaining and Predicting Supreme Court Decision Making: The Burger Court’s 
Establishment Clause Decisions’, Journal of Church and State, vol. 36, pp. 301-27; Joseph A. Ignagni, 
‘Supreme Court Decision Making: An Individual-Level Analysis of the Establishment Clause Cases 
during the Burger and Rehnquist Cout Years’, American Rev. of Politics, vol. 15, pp.21-42. 本来アメリ




Waldman, Founding Faith, p. 151. 





























                                                          
48）J. Brent Walker, Church-State Matters: Fighting for Religious Liberty in Our Nation’s Capital 
(Macon, Georgia, 2008), pp. 178-80. 
49）バーガー長官の引退とレーンクイストの後継人事は、共和党不利との予想が示された 1986 年中間選挙
の直前にあり、共和党が上院と上院法務委員会を支配している間に急いで決められたとの印象が拭えない。 
50）Lane, The Court and the Cross, pp. 77-84.  










護団体の双璧でもある People for the American Way (PFAW) が承認反対の論陣を張った。
2001 年 9 月 11 日の同時多発テロ事件直後、ジェリー・ファルウェルがパット・ロバートソン
との対談の中で、同時多発テロ事件の元凶として異教徒、中絶賛同者、フェミニスト、同性愛
者とともに槍玉に挙げたのが、上記 2 つのリベラル派団体であった。52）PFAW はノーマン・レ
アが創設した団体であるが、レアは 70 年代に社会風刺の効いたスィチュエーション・コメディ














                                                          
51）大河内美紀『憲法解釈方法論の再構成』31-2 頁 
52）Randall Balmer, God in the White House: A History, How Faith Shaped the Presidency from John F. 
Kennedy to George W. Bush (New York, 2008), p. 148. 
53）TIME magazine: 25 Most Influential Evangelicals in America (Jan. 31, 2005). http://www.time.com/ 
time/covers/1101050207/photoessay/16.html 

























                                                          
54）Walker, Church-State Matters, pp. 152-4. 
55）Ibid., pp. 155-6. 
56）現在ブランダイス大学教授を務めるアニタ・ヒルに対し、クラレンス・トーマスの妻ヴァージニアは、
上院の confirmation hearings でヒルが行ったクラレンス・トーマス批判証言について謝罪するよう要求
して、現在マスコミの注目を浴びている。アニタ・ヒルの証言に対しては、トーマスの最高裁判事就任後
も、デイヴィッド・ブロックの著書 The Real Anita Hill 等に代表されるように保守派の攻撃が続いてい
た。ブロックはその後本の内容を撤回し、ヒルに対して謝罪している。この事件により a notorious 
right-wing hitman と称されたブロックは、ベストセラーとなった Blinded by the Right を出版して、ヒ
ットマンの内実を告白している。David Brock, Blinded by the Right: The Conscience of an 
Ex-Conservative (New York, 2002). 他方、ヴァージニア・トーマスは、茶会運動に深く関与し、保守派ロ
ビー団体 Liberty Central を創設している。最高裁判事クラレンス・トーマスに対して、茶会運動に精力を
注ぐ彼の妻が果して政治的影響力を及ぼしているのか、想像の範囲を出ないが興味は尽きない。 



















の議席比率は 50 対 50 で、チェイニー副大統領がキャスティング・ボートを握るという薄氷の
差であった。2002 年の中間選挙と 2004 年の選挙時に共和党は若干上院の議席を伸ばしたが、
フィリバスターと呼ばれる民主党による議事妨害によって議事進行が妨害される心配があった。
実際 2003 年 1 月に始まった第 108 期議会では、ブッシュ大統領が指名した 10 人の連邦控訴
審裁判官審査が、民主党よるフィリバスターにあって議事進行が停滞している。しかし 2005
年 1 月からの第 109 期議会では、オバマと大統領選を争ったジョン・マケインや日系のダニエ
ル・イノウエ等民主・共和それぞれ 7 名ずつの合計 14 人の超党派上院議員によって所謂 Gang 
of 14 が形成され、硬直化した議会運営に新しい風が吹き込まれようとしていた。フィリバス
ターを終結させる討議終結(cloture)には上院議員 100 人のうちの 60 票が必要であったが、共
和党は nuclear option（共和党による呼称は constitutional option）と称される単純過半数で
もってフィリバスター等の議事進行妨害行為を終わらせる新提案を行う。nuclear option の背
景には、上院は自分達で上院のルールを決めることができるし、しかも議員の過半数で以って
                                                          
57）Nancy Gibbs, ‘The Two Knocks on Miers’, Time, Oct 9 2005. http://www.time.com/time/magazine/ 
article/0,9171,1115673-1,00.html 
－ 34 － 
それが決められるとの考え方があった。連邦議会の議事進行停滞の可能性に危機感を覚えた 14
人の上院議員が立ち上がったのは、共和党 55 議席、民主党 44 議席、インディペンデント 1 議




て民主党のフィリバスターは、「特別な状況」を除きすべて (all but extraordinary 
























                                                          
58）Lane, The Court and the Cross, pp. 85-101. 
－ 35 － 
の巡回区の中では比較的国政に直接関連する司法案件を審査する機会が多いと言われる。また
カリフォルニア州等の西部地域を管轄する第 9 巡回区は、2003 年に出された「忠誠の誓い」


















ち込んだとの不満が根強く残る。これは、憲法修正第 14 条や条文の性格は違うが修正第 9 条
のような所謂オープン・エンド条項が、その抽象性及び一般性故に拡大解釈の余地を生じさせ、
修正第 1 条ないし修正第 8 条に挙げられた諸権利に含まれない所謂「列挙されない権利」の根
拠条文とされてきたことに対する不満でもある。60）保守派判事の間では、裁判官は憲法の条文
に忠実な法の厳格解釈者に徹するべきであるとの意見が強い。憲法修正ができるとは言え、200
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60）大河内美紀『憲法解釈方法論の再構成』45-6 頁 
－ 36 － 
た憲法判断による法令の積極的解釈である。憲法修正の試みには失敗したものの、NRA は南






























                                                          
61）Louise Radnofsky, ‘Rove Fires Up Talk on O’Donnell’, The Wall Street Journal, Sept. 15, 2010. 
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